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編集後記

　人間科学研究の第33巻第２号・第34巻第１号の合併号をお届けします。今回は、新型コロナ感染症の影響

を受け、例年通り９月に発行することができなかったため、巻をまたぐ合併号となりました。この間、人間

科学学術院執行部の交代にともなう学術誌編集委員会メンバーの入れ替わりもあったため、新旧学術誌編集

委員会の合作でもあります。大学を取り巻く内外の状況が大きく変わりつつある現在、人間科学研究の役割

や位置づけも変化していくことになるでしょう。編集作業のなかで日々模索しつつ、より良い紀要に育てて

いければと学術誌編集委員会一同切に願っています。引き続き、ご支援をお願いいたします。

2021年３月吉日

（学術誌編集委員会委員長　古山　宣洋）

表紙について

　縦書きと横書きを組み合わせた題字は、異分野・異文化が「学」を要として結びつき展開する人間科学を象徴し

ている。また、中央部に配置されたランダムドットからなる２つの正方形は、それぞれを両眼で観察すると一つの

立体が浮かび上がるステレオグラムになっており、人間科学における学の融合と新しい価値の創造を表する。ここ

で立体視されるのは、本誌の前身であり、1988年から2004年まで発行された人間総合研究センター機関誌『ヒュー

マンサイエンス』表紙を飾る、「踊る人」のモチーフである。『ヒューマンサイエンス』に記載された説明によれば、

「踊る人」は躍動する人間そのものであると同時に「人間によって記録された人間」であり、言わば「観察」と「記

録」という人間による科学的営みそのものを自己言及的に表現していると読み取ることができる。この「踊る人」を、

人間科学学術院のスクールカラーであるエメラルドグリーンを使用して裏表紙いっぱいに描き、「踊る人」に重なる

コンテンツ――各論考――の飛躍の願いを込めた。

（三嶋　博之）
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う。）が認めたものとする。但し、本学術院教員（助手・非常勤講師等を含む）との共同研究者は著者に加え
ることができる。

２．大学院人間科学研究科学生および同科目等履修生が、単独で投稿する際は、本学術院教員の推薦書を併せて
提出する。

３．論文等の種類は以下のものとする。
①　「原著論文」：理論的・実証的な研究成果で、新規性、独創性、有用性があるもの。
②　「研究ノート」：緊急性の高い研究報告、あるいは萌芽的発想に立つ研究。
③　「資料」：研究の基礎的材料や情報を提供する資料的価値のあるもの。
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